
2024 年度 地域連携プロジェクト助成金報告書 20T-24002 

 －0001－  

レビー小体型認知症（DLB）に対する当事者および家族への支援プロジェクト 

 

阿部 宏史 1， 本多 容子 1,  福岡 裕行 2， 中井 良育 1， 三宅 光代 1， 

 

1 藍野大学 看護学科 2訪問看護ステーションふるる 

 

報告概要  藍野大学内に設置しているレビー小体型認知症サポートネットワーク大阪（以下、DPBSN 大

阪）の DLB カフェおよび勉強会/家族交流会を通して活動が周知され、茨木市内および北摂地域で協力関

係のある専門職が増えてきた。DLB カフェに参加する家族も増え、家族同士の支え合う姿も見られた。 

 
１. はじめに 

 認知症の有病率は「令和 22 年に 584.2 万人」［1］

と推計されており、DLB はアルツハイマー型認知症，

脳血管性認知症に次ぐ、3 番目に多い認知症として

知られている． 

２. プロジェクト目的（あるいは目標） 

 本プロジェクトは、認知症施策推進大綱が推進を 

している地域の専門職とともに DLB を中心にし

て理解を深め、本人発信支援や家族介護者の支援を

行い、認知症バリアフリーの取り組みを行うことを

目的とする。 

３. 実施内容 

 DLB に特化した「DLB カフェ」を毎月第 3 土曜

日に運営し、年 3 回「勉強会/ご本人・ご家族の交流

会」も開催している。 

４. 結果・今後の展望 

 今年度、視野に入れていた専門職との協力関係は、

作業療法学科の教員および薬学、看護の他大学の教

員が加わった。また、医療機関の認定看護師、地域

医療連携センターの職員も加わり、茨木市内の幅広

い専門職も運営に加わる体制となった。 

 2024 年度に DLBSN 大阪で行った勉強会において、

特徴的なこととして、10 月に認知症看護認定看護師

が 3 名が揃って行った勉強会であった。「認知症ケ

アで大事なことは，認知症を正しく理解し，認知症

の人が抱いている世界観や思いを汲み取ることで

ある」［2］と述べられているが、症状に個人差のある

DLB は、アルツハイマ―型認知症とと同様の対応で

は難しく、実際に現場でケアを行っている看護師が、

背景事情を考慮した実践を説明することで家族が

抱えた悩みに応えた勉強会になり、3 月の勉強会に

もつながったと考える。 

 
     表 1 勉強会参加人数（全 3 回） 

6 月 30 日 10 月 19 日 3 月 15 日 

14 名 24 名 50 名 

 

 本人・ご家族に関して、藍野大学近隣の住人は元

より、近隣市町村の本人・ご家族が DLBSN 大阪の

ホームページの活動の周知を目にして、DLB カフェ

に参加する事も多くなった。「家族介護者にとって

の認知症カフェの位置づけは、知識や情報を得る場

である」［3］とされている様に、DLB カフェで在宅で

過ごすための悩みを相談し、接し方を教わったり、

どの様な施設が良いか情報を得たりする場として

参加している人も多かった。また、自分の体験談を

話す場としても機能しており、DLB 特有の症状をご

家族同士で相談し合う場面も多く見られていた。 

  

 
    写真 1  DLB カフェの様子 

 

今後の展望として、大学でカフェを行う意義とし

て、「正しい情報を選別し、最新の政策・制度情報

を地域住民に発信していく」[4]の役割があると述べ

られている。当カフェに来訪される家族にとって、

ニーズに合った正しい情報を求めていると考えら

れ、期待に応えらえれる運営をしていく必要がある。 
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